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・ 12月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数は２ヶ月連続で改善し、2012年４月以来の水準に上昇した（左

図）。内訳は、現状判断がやや足踏みしたが高水準を維持。先行き判断が一段と水準を切り上げ、

2011年３月以来の水準に上昇した。ＰＭＩやＺＥＷで示された先行きの改善期待を裏付ける内容。 

・ 業種別の先行き判断は全業種が揃って改善（右図）。製造業が業況改善をリード。米国の景気回復や

財政協議の進展を受け、輸出を起点とした製造業活動の活発化が予想される。良好な雇用所得環境を

反映して、小売業、卸売業が総じて堅調。建設業の業況も８ヶ月振りにプラスに転じた。同時に発表

されたサービス業の業況判断（Ｉｆｏ企業景況感指数には含まれない）は2011年夏以来の水準に改善。

内訳は、現状判断が大きく上向いたほか、先行き判断も改善が加速した。 

・ 10月の鉱工業生産が前月比▲1.2％と２ヶ月連続で落ち込み、10-12月期が増産となるためには11・12

月が平均して前月比＋1.2％の大幅なリバウンドが必要な計算となる。10月は一時的な要因が下押しし

た可能性があり、ＰＭＩや今回のＩｆｏ指数が示唆する通り、製造業活動は先行き回復が予想される。

内需関連業種の業況改善も続いており、ドイツは内外需バランスの取れた成長が期待できる。 

■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：Ｉｆｏ業種別の先行き判断
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■ドイツＩｆｏ企業景況感

2013
1Q 2Q 3Q 4Q 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

企業景況感(総合) 106.1 105.3 107.2 108.7 105.7 105.9 106.2 107.6 107.8 107.4 109.3 109.5

現状指数 109.4 108.9 111.2 111.7 110.0 109.4 110.1 112.0 111.4 111.3 112.2 111.6
先行き指数 102.9 101.9 103.3 105.8 101.6 102.6 102.4 103.3 104.3 103.7 106.4 107.4

業況判断 5.0 3.5 7.0 9.9 4.2 4.6 5.1 7.8 8.1 7.4 11.0 11.4
製造業 7.1 5.9 10.5 13.8 6.3 8.0 8.1 11.3 12.0 11.1 15.1 15.3
建設業 4.6 1.6 -4.0 -2.7 1.1 1.0 -1.4 -4.2 -6.3 -6.3 -3.2 1.3
卸売業 1.6 -1.3 4.4 9.7 1.9 -0.8 0.0 7.8 5.4 7.8 11.8 9.5
小売業 -0.8 -0.7 4.1 4.4 0.2 -1.3 3.1 2.7 6.4 3.3 5.1 4.8

出所：Ifo  


